
＊本シンポジウムは、日本経団連自然保護基金の
　助成を受けて実施しています。

主催：日本MAB計画委員会
共催：綾町
　　　総合地球環境学研究所
　　　　地域環境知 (ILEK)
　　　　プロジェクト
　　　日本自然保護協会
後援：文部科学省、環境省、
　　　日本ユネスコ国内委員会、
　　　林野庁、てるはの森の会

：日本MAB計画委員会催：
：綾町共催：共催

主催主催
催

農学部 1号館
8番教室

ユネスコエコパーク
綾がつかんだ世界との絆
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綾がつかんだ世界との絆

【問い合わせ】
　日本MAB計画委員会事務局
　  Tell: 045-339-4360
　  email: jccmab@gmail.com

【最寄り駅】
　本郷三丁目駅（地下鉄丸ノ内線） 徒歩 12分
　本郷三丁目駅（地下鉄大江戸線） 徒歩 10分
　湯島駅又は根津駅（地下鉄千代田線）徒歩 8分
　東大前駅（地下鉄南北線）  徒歩 1分
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《プログラム》
第１部 ユネスコMAB計画とは？ 
　　　　　　　司会： 松田裕之（横浜国立大学）
13:20 基調講演：ユネスコMAB（人間と生物圏）
　　　計画と日本における取り組み
　　　　　岩槻邦男（兵庫県立人と自然の博物館）
14:10 ユネスコMAB計画と世界の取り組み
　Choi Chung-Il (MAB国際調整理事会前議長 )
14:40 ユネスコエコパーク活用の海外事例
　　　　　　　　　　酒井暁子（横浜国立大学）
第2部 綾のユネスコエコパークへの取り組み
　　　　　　　司会：岡野隆宏（鹿児島大学）
15:05 宮崎県綾町の自然と文化
　　　　　　　　　　河野耕三（綾町）
15:20 綾ユネスコエコパーク登録までの経緯
　　　　　　　　　朱宮丈晴（日本自然保護協会）
15:35 綾町の今後に向けた取り組み
　　　　　　　　　　中原修一（綾町）
第3部 新規登録の動きと既存地域の活性化
【総合討論】（16:00～16:55）
　司会：松田裕之（横浜国立大学）
　パネリスト：佐藤哲 (総合地球環境学研究所 )、
　　朱宮丈晴 (日本自然保護協会 )、
　　Hong Sun-Kee( 韓国　国立木浦大学 )
　　南アルプス、只見町、志賀高原、屋久島関係者
18:00　懇親会
　向ヶ丘ファカルティハウス（大学構内）
　会費：4000円

日時：2012年
　　　８月１８日（土）
　　　13:00～17:00　　　
場所：東京大学
　　　弥生キャンパス

【日本MAB計画委員会シンポジウム】
参考　７


